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スプライスアウトされたことを示す蛍光を観察
であるRNAスプライシングの様子を蛍光・発光タン
パクを利用して可視化・定量化する技術を開発し改
良を加えた。微小管結合タンパク質タウのエキソン
（2，3，10）を持つスプライシングベクターを作製し，
各エキソンの選択的スプライシングについて詳細な
解析を進めている。
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